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2018 年度「人材発掘」入試 

法学既修者認定試験 

 

憲   法 
（問 題） 

 

 

 

   

 
注 意 事 項 

 

 

 １．問題冊子、解答用紙および貸与六法は、試験開始の指示があるまで開かないでください。 

２．問題は２頁に記載されています。問題冊子の印刷不鮮明、頁の落丁・乱丁および汚れ等に

気付いた場合は、手を挙げて監督員に知らせてください。 

３．下書用紙は一人につき一枚のみ配付します。 

４．ラインマーカー、色鉛筆、修正液等は、問題冊子・下書用紙に使用することを許可します

が、解答用紙に使用した場合は、不正行為とみなすことがあります。 

５．貸与六法への書き込みは、不正行為とみなすことがあります。 

６．試験開始の指示の後、解答用紙表紙の所定欄に、受験番号、氏名を記入してください。受

験番号は正確にていねいに記入してください。読みにくい数字は採点処理に支障をきたす

ことがあるので、注意してください。 

７．試験終了の指示が出たら、すぐに解答を止め、筆記用具を置いてください。終了の指示に

従わず筆記用具を持っていたり解答を続けた場合は、不正行為とみなすことがあります。 

８．試験終了後、問題冊子、下書用紙は持ち帰ってください。 

９．いかなる場合でも、解答用紙は必ず提出してください。 

10．解答用紙に記載の注意事項もあわせて確認してください。 
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解答は『解答用紙（Ｅ）』を使用してください 

 

問題（60点） 

 

202X 年、国会は「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進に関する法律」

（以下、ヘイトスピーチ解消法と呼ぶ。）を改正し、第２条で定義された「本邦外出身者に対する不

当な差別的言動」を行った者を「１年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金に処する」旨の規定（第８

条）を新たに設けた。 

 Ａは、新宿区内でミニコミ誌を編集・発行する者であるが、ある号において、同区内に居住する外

国籍の者はみな出身国に戻るべきであり、そうしない者は「スパイ」であるから、発見し次第、その

財産を没収した上、強制収容所に収容することとすべきである旨の記事を掲載し、同区内に広く頒布

したため、ヘイトスピーチ解消法第８条違反の罪で起訴された。 

 

 あなたはＡの弁護士として、ヘイトスピーチ解消法第８条の罰則による言論規制につき、Ａの無罪

を主張するために、どのような憲法論を主張しますか。そして、検察側の主張を踏まえつつ、あなた

自身の意見を述べなさい。 

 

［参考］ヘイトスピーチ解消法 

第１条～第７条 試験用六法を参照。 

第８条 第２条に規定する本邦外出身者に対する不当な差別的言動を行った者は、１年以下の懲役又

は 50 万円以下の罰金に処する。 

 

 

 

〔以下余白〕 
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